
 合理化床版構造

通し番号 大分類 小分類 質問項目

【Ｑ－１】 計画一般 広幅員箱げた橋
広幅員の箱げたを計画する場合、どのような床版構造があり、それらの特徴はど
のようなものか。

【Ｑ－２】 計画一般 広幅員箱げた橋
床版支間が道示の適用範囲を超えた場合や、床版の支持構造が異なるリブ
付き床版構造、ストラット付き床版構造の床版の最小部材寸法は、どのよ
うに決めたらよいか。

【Ｑ－３】 計画一般 広幅員箱げた橋
床版支間が道示の適用範囲を超えた場合や、床版の支持構造が異なるリブ
付き床版構造、ストラット付き床版構造の許容値の設定は、道示に従って
よいか。

【Ｑ－４】 計画一般
広幅員

一室箱げた構造
広幅員一室箱げたとはどのような構造のものか。

【Ｑ－５】 計画一般
広幅員

一室箱げた構造
道示に示す床版の適用支間を超えた広幅員一室箱げた構造の設計曲げモー
メントはどのように算出すればよいか。

【Ｑ－６】 計画一般
広幅員

一室箱げた構造
広幅員一室箱げた橋の実績はどのくらいあるか。また、その床版支間や部
材厚はどのくらいか。

【Ｑ－７】 計画一般
リブ付き
床版構造

リブ付き床版構造の特徴はどのようなものか。また、どのような支持構造
があるか。

【Ｑ－８】 計画一般
リブ付き
床版構造

リブで支持された床版の設計曲げモーメントはどのように算出すればよい
か。

【Ｑ－９】 計画一般
リブ付き
床版構造

リブの形状、部材寸法および配置間隔はどのように決定したらよいか。

【Ｑ－１０】 計画一般
リブ付き
床版構造

リブ付き床版構造の実績はどのくらいあるか。また、その床版支間や部材
厚はどのくらいか。

【Ｑ－１１】 計画一般
ストラット付き

床版構造
ストラット付き床版構造の特徴はどのようなものか。また、どのような支
持構造があるか。

【Ｑ－１２】 計画一般
ストラット付き

床版構造
ストラットで支持された床版の設計曲げモーメントはどのように算出すれ
ばよいか。

【Ｑ－１３】 計画一般
ストラット付き

床版構造
ストラットの接合部の支持構造の留意点はどのようなものか。

【Ｑ－１４】 計画一般
ストラット付き

床版構造
ストラット付き床版構造の実績はどのくらいあるか。また、その床版支間
や部材厚はどのくらいか。
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 広幅員箱げた橋、床版

【特徴】
・ウエブ数や下床版幅を減らすことができ、上部工重量を低減できる。
・下床版幅を狭くすることができるため橋脚幅を縮小できる。
・施工が煩雑なウエブを減らすことによる施工性の向上が期待できる。

【留意点】

【参考文献】

【Ｑ－1】

計画一般 広幅員箱げた橋 【作成日】平成21年10月30日

【Ａ－1】

広幅員の箱げたを計画する場合、どのような床版構造があり、それらの特徴はどのようなものか。

　ＰＣ箱げた橋においては、道示に示される床版の適用支間に従い、一般的には有効幅員で13ｍ
程度までは一室箱げた断面で、それを超える広幅員の計画に対しては多室または多主げた箱げた
断面が採用されてきている。しかし、近年ＦＥＭ解析などの構造解析によって比較的容易に道示に
示される要求事項を満足する床版の設計が可能となった事から、適用支間を超える場合でも一室
箱げた断面やリブ付き床版箱げた断面、ストラット付き床版箱げた断面の適用事例が報告されるよ
うになってきた。
　そのため、ここでは、以下に示す３つの床版構造についてその特徴や適用性を示す。
　　　①広幅員一室箱げた
　　　②リブ付き床版構造
　　　③ストラット付き床版構造

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）
2）道路橋示方書・同解説　Ⅲコンクリート橋編：　日本道路協会（平成14年3月）
3）ＰＣ道路橋計画マニュアル[改訂版］：　ＰＣ建協（平成19年10月）

・道示の適用支間を超えるため、適用にあたっては道示Ⅲ7.2(P.214)に示される床版の要求性能を満
足することを検証しなければならない。要求性能と検証項目は下記参考文献 １）の「表-1.1」(P.4)、
「表-1.2」(P.5)を参考のこと。

図－１　合理化床版構造の事例

表－１　各断面形状の適用性
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 広幅員箱げた橋、床版、最小部材寸法

②　これらを用いて、床版の曲げ応力度を算出し、これをひとつの指標とする。
③　適用支間を超える場合の床版の断面力を、後述の方法などを用いて適切に算出する。

■リブおよびストラット構造における床版厚の設定

【検証事例】

【参考文献】

【Ｑ－２】

計画一般 広幅員箱げた橋 【作成日】平成21年10月30日

【Ａ－２】

床版支間が道示の適用範囲を超えた場合や、床版の支持構造が異なるリブ付き床版構造、ストラット
付き床版構造の床版の最小部材寸法は、どのように決めたらよいか。

①　適用支間内であれば、みなし仕様として規定された道示の算出式を用いた断面力と最小厚
　 　により設計された床版は、安全性、耐久性ともに保証されている。

　■広幅員一室箱げた橋における床版厚の設定
道示における最小全厚の算定式(道示Ⅲ　P.216 表-7.3.1)は、床版支間の関数として設定されてい
る。この算定式には適用支間は定められていないが、道示の適用範囲を超えるような大きな床版
支間の場合に適用すると、床版厚が大きくなり不合理な構造となることがある。
　また、道示の最小厚は、床版の曲げ引張応力を、ある限度内に抑えるように規定されている。よっ
て、床版支間が大きい場合でも、床版の曲げ引張応力を道示の適用範囲内で設計された床版と同
等となるような床版厚を設定し、これを最小全厚とする方法が考えられる。
　このように、床版の応力度を指標として床版の最小全厚を設定するときの手順は下記のようにな
る。

④　③の断面力を用いた床版の曲げ応力度が、②の応力度と同程度になるように床版厚を設定
    　 し、これを最小厚とする。

　リブならびにストラットによって支持された床版構造は、支持条件が道示の前提条件と異なること
や、主たる断面力の発生する方向や支間長が明確でないため、床版支持条件が異なる場合の最
小全厚の設定が課題となる。しかしながら、広幅員一室箱げた構造と同様、道示の最小厚が床版
の曲げ引張応力を抑えるように規定されていることから、床版の応力度を指標として床版厚を設定
する方法が考えられる。

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）
2）道路橋示方書・同解説　Ⅲコンクリート橋編：　日本道路協会（平成14年3月）

・広幅員一室箱げた橋の床版厚設定方法の検討事例は、道示式との比較も含め下記参考文献１）
②検証事例(P.31)を参考のこと。ここでは、ＦＥＭ解析などで算出した床版断面力Ｍを床版全断面を
有効とした断面性能Ｚで割り、コンクリート引張応力度(σ=M/Z)を、道示と同レベルとすることで構
造性と経済性が確保された床版厚が設定出来るとしている。
・リブ付き床版構造、ストラット付き床版構造でも床版厚設定の考え方は広幅員一室箱げたの場合
と同様となるため、同じように全断面を有効としたコンクリート引張応力度に着目して床版厚を設定
すればよいとしている。
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 広幅員箱げた橋、床版、許容値

■コンクリート応力度

■鉄筋応力度

　

【参考文献】

計画一般 広幅員箱げた橋

【Ｑ－３】

【作成日】平成21年10月30日

床版支間が道示の適用範囲を超えた場合や、床版の支持構造が異なるリブ付き床版構造、ストラット
付き床版構造の許容値の設定は、道示に従ってよいか。

【Ａ－３】

　床版に作用する応力度を現行の道示規定どおりのレベル（フルプレストレス）に抑えれば引張
応力が発生しないため、現行床版と同等の耐久性を確保できるものといえる。

　基本的には、以下に理由を示すように、許容値は道示に従ってよい。
　床版は過酷な使用状態にさらされるため、疲労などの影響によって許容応力度を低減させる場合
がある。床版支間が道示の適用支間を超えた場合に、コンクリートおよび鉄筋の許容値は、現状の
道示の適用範囲であるか否か、が課題となる。しかしながら、現行の道示のみなし規定で設計・施
工された床版については、実橋においても著しい損傷の報告はこれまでに無く、また、輪荷重走行
試験においても高い耐久性が確認されている。
　従って、適切な断面力算出と床版厚設定を行い、床版に作用する応力を現行道示規定どおりの
応力度レベル（フルプレストレス）に抑えることで、同等の疲労耐久性も確保できるものと考えられ
る。

W ：　曲げひび割れ幅(mm)
なお、ここに示す係数については、下記参考文献3)　7.4.4(P.102)　を参照のこと

　従って、設計荷重時のコンクリート応力度をフルプレストレスとして設計を行うのであれば(道示
Ⅲ3.2コンクリートの許容応力度P121)、道示と同等の耐久性が確保されていると考えられ、風荷重
時や衝突荷重時に引張応力度が発生する場合でも道示と同じ鉄筋の許容値で制限するとよい。

ひび割れ幅算出式

　道示Ⅲ 3.3 鉄筋の許容応力度(P.126)の規定に従い、床版の場合は、許容引張応力度

140N/mm
2
に対して20N/mm

2
程度余裕をもたせ、鉄筋応力度の制限値を120N/mm

2
と設定してい

る。この時、耐久面でひび割れ幅の観点からコンクリート標準示方書により確認を行うと、下表の
通り許容ひび割れ幅（鋼材の腐食の進行を制御できるひび割れ幅）以内とすることができ、耐久
性の問題はないものと考えられる。

　　W　 =　 1.1 ･ k1 ･ k2 ･ k3 ｛ 4c＋ 0.7(Cs－ φ ）｝［ σse／Es＋ ε'csd ］

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）
2）道路橋示方書・同解説　Ⅲコンクリート橋編：　日本道路協会（平成14年3月）
3）コンクリート標準示方書　設計編：　土木学会（2007年制定）

C c s σ se W Wa=0.005C

(mm) (mm) (N/mm
2
) (mm) (mm)

1 1.0 0.95 1.0 35 125 16 120 0.170 0.175

2 〃 〃 〃 〃 〃 19 〃 0.168 0.175

3 〃 〃 〃 〃 〃 22 〃 0.166 0.175

case k 1 k 2 k 3 φ (mm)

表－１　ひび割れ幅（σse=120N/mm2）
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 広幅員一室箱げた構造、床版

【特徴】

【留意点】

【参考文献】

計画一般

【Ｑ－４】

広幅員一室箱げた構造 【作成日】平成21年10月30日

広幅員一室箱げたとはどのような構造のものか。

【Ａ－４】

　広幅員一室箱げた構造とは、道示に示す床版の適用支間を超えた床版支間を有する箱げた構
造のことを言う。

　道示Ⅲ　7.4.2「床版の設計曲げモーメント」では、床
版の適用支間と設計曲げモーメント算出式が規定さ
れている。ここで適応支間とはＰＣ床版構造の場合
　・連続版(中間床版)　　　0≦L≦6m
　・片持版(張出し床版)　 0≦L≦3m
としており、通常のPC箱げたでは図－１に示すよう
に、この適用範囲内で床版支間を設定し、床版の設
計曲げモーメントを算出することとしている。
　しかし、広幅員一室箱げたでは、道示に示す床版の
適用支間を超える構造（図－２）を示すものであり、そ
の特徴や留意点を下記に示す。

・ウエブ減・下床版幅縮小による重量軽減、橋脚幅の縮小、施工性向上が見込まれる。
・リブ付き床版やストラット付き床版のように特別な付属構造がない。

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）
2）道路橋示方書・同解説　Ⅲコンクリート橋編：　日本道路協会（平成14年3月）

・道示の適用支間を超えるため、活荷重による断面力を適切に算出し、床版の要求性能を確保す
る必要がある。要求性能に対する問題認識と対応策は、下記参考文献１）の「表-2.2」(P.9)を参考
のこと。

6502550800475030047508002550650

185 3015 1200 9000 1200 3015 185

32
00

17800

＜6m

輪荷重載荷位置まで　＜3m

図－１　二室箱げた

650 3350 800 8200 800 3350 650

17800

185 3815 1250 7300 1250 3815 185

32
0
0

＞6m

輪荷重載荷位置まで　＞3m

図－２　広幅員一室箱げた

道示の適用支間

中間床版支間
0≦L≦6m

張出床版支間
0≦L≦3m

道示適用範囲外

二室箱桁 広幅員一室箱桁

L=4.750m

L=2.550-0.250
 = 2.300m

L=3.350-0.250
 = 3.100m

L=8.200m

道示適用範囲内

表－２　床版支間の比較

表－１　道示の床版設計曲げモーメント
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 広幅員一室箱げた構造、床版

【検証事例】

【参考文献】
1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）

【Ｑ－５】

計画一般 広幅員一室箱げた構造 【作成日】平成21年10月30日

【Ａ－５】

道示に示す床版の適用支間を超えた広幅員一室箱げた構造の設計曲げモーメントはどのように算
出すればよいか。

　床版支間が道示に示す適用支間を超えた場合、そのまま道示式を延長した設計が適切であると
は言い難く、一般的に、以下に示すような方法で断面力を算出している場合が多い。その事例を紹
介する。

　道示の設計曲げモーメント算出式は、図－１に示すモデルを用いて、図－２のようにＴ荷重を載荷
させて得た理論値から導かれている。従って、床版支間が大きくなっても、床版の支持条件を適切
に再現できるモデルが設定できれば、道示の条件と合わせた荷重を載荷させることにより、道示の
みなし規定と同レベルの断面力が得られるものと考えられる。
　支持条件を適切に再現できるモデルとして、図－３に示すような３次元ＦＥＭ解析が考えられる。

　ここに示す断面力算出方法の事例は、下記参考文献 1) 広幅員一室箱げたの検証事例① (P.28)
を参考のこと。
広幅員一室箱げたの解析の場合、シェルモデルを用い、支持条件はウエブ真下のレール支持を用
いることを基本としている。また、活荷重は、道示に示すＴ荷重（1軸＝100kN)を、橋軸方向に一軸
（モデルの中央載荷）、横方向には台数の制限がないものとして着目部材に最も不利になるように
Ｔ荷重を載荷させている。

　なお、以下の要因によっても解析値に影響が生じることから、本モデルで解析した結果に割増し
係数を用いて補正することを提案している。同資料の５．参考資料(2)（P137）を参考にされたい。
　　　①ソリッド要素とシェル要素の比較検討　　   　　　　　　　　　　　　　　　K1=1.00
　　　　　橋軸方向のモデル長の検討　（床版支間の３倍程度確保する）
　　　②支持条件の違いによる断面力差の検討　　　　　　　　　　　　　　　　 K2=1.01
　　　③前輪荷重の有無によって生じる断面力差に関する検討　　　　　　　K3=1.05
　　　④連行荷重の影響に関する検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 K4=1.10
　　　【割増係数の集計】　　K=1.00×1.01×1.05×1.10＝1.167 → 1.20
　　なお、活荷重の衝撃係数は、道示に準じ、別途考慮するものとする。

FEMIS   :   PRE-PROCESSOR   FOR  F.E.M  
シェル要素20mモデル 

X Y

Z

NODE:  13029 / ELEM:  12900

0.1W

0.1W

0.1W

0.1W

0.4W

0.4W

0.4W

0.4W

前輪荷重 後輪荷重

中
間

床
版

幅
員

1
0
0
0

17
5
0

1
0
0
0

図－１　理論値の算出モデル

図－２　Ｔ荷重の載荷例 図－３　シェル要素によるＦＥＭ解析モデル
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 広幅員一室箱げた構造、実績、部材寸法

■広幅員一室箱げた構造

付根部 中間部

(m) (m) (m) ts1(m) ts2(m) ts3(m) (m) (m)
黒沢川橋 1994 4径間連続ラーメン箱げた橋 13.40 2.25 6.69 0.50 0.50 0.31 0.40 0.22

衝原橋 1998 3径間連続エクストラドーズド橋 12.80 － 9.00 1.20 0.60 0.30 0.40 0.22

鍋田西高架橋 1998 12,4,5径間連続箱げた橋 15.65 2.57 7.30 0.45 0.39 0.25 上0.40下0.30 0.22

鍋田高架橋 1998
9,18,6径間連続箱げた橋
3径間連続波形ウエブ橋

15.65 3.07 7.30 0.45 0.39 0.25 0.30 0.22

弥富高架橋 1999 12,11,7径間連続箱げた橋 15.65 2.57 7.30 0.45 0.39 0.25 0.30 0.22

保津川橋 2001 6径間連続エクストラドーズド橋 16.30 2.90（歩道） 9.62 0.55 0.55 0.30 0.45 0.25

君ヶ野川橋 2002 5径間連続箱げた橋
11.34

～16.34
1.41

～2.66
8.20 0.45 0.50 0.25 0.40

0.20
～0.60

高橋川橋 2003 6径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 2.85 9.41 0.50 0.50 0.30 0.45 0.24

新高千穂大橋 2003 逆ランガーアーチ橋 16.30 3.45（歩道） 8.20 0.55 0.55 0.32 0.40 0.22

小丸大橋 2003 4径間連続箱げた橋 16.80 3.50（歩道） 7.60 0.55 0.55 0.35 0.40 0.22

松森高架橋 2003 2径間連続箱げた橋
9.85

～10.05
0.60 7.51 0.50 0.51 0.31 0.35 0.25

南沢橋 2003 ５径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 3.69 9.31 0.50 0.50 0.30 0.50 0.24

日見橋 2004 3径間連続波形ウエブ橋 12.95 － 8.90 1.30 0.40 0.30 － 0.25

松森高架橋 2004 2径間連続箱げた橋 9.85 0.60 7.51 0.50 0.51 0.31 0.35 0.25

西ノ谷池橋 2004 4径間連続箱げた橋 18.05 3.69 9.41 0.50 0.50 0.30 0.45 0.25

中之郷第二高架橋 2004 2径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 3.69 9.30 0.50 0.50 0.30 0.50 0.24

中之郷第三高架橋 2004 2径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 3.69 9.30 0.50 0.50 0.30 0.50 0.24

中之郷第四高架橋 2004 6径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 3.69 9.40 0.50 0.50 0.30 0.45 0.24

朝比奈川橋（上り線） 2004 7径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 3.69 9.40 0.50 0.50 0.30 0.45 0.24

伊太谷川橋 2005 5径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 3.69 9.40 0.50 0.50 0.30 0.45 0.24

調査日【平成21年8月31日】

広幅員一室箱げた橋の実績はどのくらいあるか。また、その床版支間や部材厚はどのくらいか。

構　造　形　式
下床版
tl

全幅員

床版支間

広幅員一室箱げた構造 【作成日】平成21年10月30日

【Ｑ－６】

計画一般

【Ａ－６】

橋　　名 完成年 片持 中間
片持
付根

中間床版 ウエブ
tw

部材厚

Ｔ荷重

tw

t
s
2

t
s
3

t
l

t
s
1

中間床版支間片持床版支間

合理化　床版構造
7 / 18



付根部 中間部

(m) (m) (m) ts1(m) ts2(m) ts3(m) (m) (m)
東ノ谷池橋（上） 2005 4径間連続箱げた橋 17.62 3.55 9.70 0.50 0.50 0.30 0.30 0.22

長尾川橋 2005 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.51 3.56 9.41 0.50 0.50 0.30 0.45 0.30

天竜川橋 2006 23径間連続箱げた橋 17.51 2.85 9.51 0.50 0.50 0.30 0.40 0.22

小河原橋 2007 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.62 3.56 9.50 0.55 0.55 0.30 0.40 0.25

中一色川橋 2007 6径間連続波形ウエブ橋
17.53

～19.23
左3.38
右3.48

10.30
～11.40

0.50 0.50 0.34 0.60 0.25

水無橋(上) 2007 5径間連続ラーメン波形ウエブ橋 14.80 2.49 9.05 0.50 0.50 0.38 － 0.25

浜北橋(中瀬橋) 2008 3径間連続箱げた橋 17.43 3.38 9.57 0.50 0.50 0.30 0.35 0.22

上伊太第一高架橋（上） 2009 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.43 3.38 9.57 0.50 0.50 0.30 0.35 0.22

滝川橋 2009 単純箱げた＋3径間連続2主版げた 17.43 3.18 10.00 0.48 0.53 0.30 0.35 0.28

桃沢川橋（下) 2009 7径間連続箱げた橋 17.43 4.00 8.50 0.50 0.50 0.30
0.30

～0.40
0.27

長尾川橋 施工中 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.80 3.56 9.41 0.50 0.50 0.30 0.45 0.30

睦実高架橋（上） 施工中 13径間連続箱げた橋 17.43 3.63 8.90 0.49 0.49 0.30 0.45 0.22

　

橋　　名 完成年 構　造　形　式
全幅員

床版支間 部材厚

片持 中間
片持
付根

中間床版 ウエブ
tw

下床版
tl
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 リブ付き床版構造、床版

【留意点】

【参考文献】

・設計断面力を適切に算出して床版の要求性能を確保する必要がある。要求性能に対する問題認
識と対応策は、下記参考文献 １）の「表-3.1」(P.34)を参考のこと。

・床版に作用する荷重がリブを介してウエブに伝達されるため、大きな断面力が発生する。

計画一般 リブ付き床版構造 【作成日】平成21年10月30日

　リブ付き床版構造とは、図－１に示すように、剛性の高い主げたウエブで連続的に支持され、ウエ
ブに直交する方向に一定間隔でリブを配置して床版を支持する構造である。従って、広幅員構造に
適応した床版構造であり、ウエブ数の減少もでき、さらに箱げた幅を小さくできるために、橋脚幅の
縮小が可能となり経済的な橋りょうの計画が可能となる。リブ付き床版による支持構造の事例を図
－２に示す。

・床版の支持条件や主たる断面力が発生する方向や支間長が明確でなくなることから、道示による
床版断面力算出時の前提となる支持条件が異なり、道示による断面力算出式が適用できなくなる
課題も生じる。従って、活荷重による断面力を適切に算出し、道示で要求される安全性と耐久性を
確保する必要がある。

【Ａ－７】

【Ｑ－７】

リブ付き床版構造の特徴はどのようなものか。また、どのような支持構造があるか。

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）

図－１　リブ付き床版箱桁の概要図

図－２　リブ支持構造の事例
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 リブ付き床版構造、床版

【検証事例】

【参考文献】

計画一般

【Ａ－８】

【Ｑ－８】

リブ付き床版構造

リブで支持された床版の設計曲げモーメントはどのように算出すればよいか。

【作成日】平成21年10月30日

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）
2）道路橋示方書・同解説　Ⅲコンクリート橋編：　日本道路協会（平成14年3月）

　床版の支持条件や主たる断面力が発生する方向や支間長が明確でなくなることから、道示によ
る床版断面力算出時の前提となる支持条件が異なり、設計曲げモーメントの算出方法が課題とな
る。
　支持条件を適切に再現できるモデルとして、図－１に示すような３次元ＦＥＭ解析が一般的に用い
られ、断面力が算出されているため、その事例を紹介する。
　３次元ＦＥＭ解析モデルは、図－２に示すようにソリッドモデルとシェルモデルが考えられる。ソリッ
ドモデルは実構造を忠実に再現できるがモデル作成に手間を要する。逆にシェルモデルはモデル
作成が容易な反面、部材間の接合条件や、リブ材が線支持となりリブ上の断面力が床版上で過大
に評価されるなどの問題があるため、リブ部材や接合部を適切に評価するには、ソリッドモデルが
適していると考えられる。

　ここに示す断面力算出方法の事例は、下記参考文献 １）リブ付き床版構造の検証事例①(P.69)を
参考のこと。

 

図－１　３次元ＦＥＭ解析モデルの例

図－２　ソリッドモデルとシェルモデルの例

[ ソリッドモデル ] [ シェルモデル ]
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 リブ付き床版構造、床版

【検証事例】

【参考文献】

　また、リブ付き床版は梁で支える骨組構造の床版であり、内部拘束によって温度ひび割れが発生
しやすいため、その制御に十分留意する必要がある。

　ここに示すリブ間隔・形状の設定を行った事例は、下記参考文献 １）リブ付き床版構造の検証事
例②(P.72)を参考のこと。

　部材諸寸法の決定に際し、原則として最小寸法となるように設定し、３次元FEMによる解析により
検証することを標準とする。下記に標準的な検討フローを示す。

リブの形状、部材寸法および配置間隔はどのように決定したらよいか。

【Ｑ－９】

リブ付き床版構造 【作成日】平成21年10月30日計画一般

【Ａ－９】

1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）

・床版に発生する応力度を、合理化床版構造のＱ＆Ａの【Ｑ－３】に示す程度に抑える。
・リブ直上とリブ間の床版応力度に大きな差が生じないよう、同等程度に抑える。
・リブ自体にも有害なひび割れが発生しないように所定の応力度に抑えるか、鉄筋により補強す
る。
・リブからウエブ等に伝達される応力に対しても、有害なひび割れが発生しないように所定の応力
度に抑えるか、鉄筋により補強する。

　リブ構造の決定は、形状の検討項目として　①リブの配置間隔、②リブ高さ、③リブ厚さ　の３要
素があり、経済性による比較ならびに施工性で決定するのが標準的である。なお、配置間隔や形
状設定には、片持架設工法での施工ブロック割の長さならびに鉄筋、ＰＣ鋼材との取り合いなどを
考慮し、実施工を反映させた検討を行う必要がある。また、設定時の検討課題としては、下記の内
容が考えられる。

図－１　リブ形状・間隔などの決定手順の例

【リブ間隔の検討】
[ 検討手順 ]　リブ形状を仮定、固定し、配置間隔による経済比較を行い最適間隔を決定する。なお、張出施工
などの場合、ブロック割なども間隔決定根拠の1要因となる。
張出施工：1BLに1箇所程度（2.5～4.0ｍ）、場所打ち施工：検討による(A-10の実績値参照)

【張出床版リブ高さ・リブ厚の検討】
[ 検討手順 ]　リブ厚を仮定し、リブ高による経済比較を行い最適形状を決定する。なお、寸法決定に際しては
施工性なども考慮する(A-10の実績値参照）。

【ウエブ内側の補強リブ構造の選定】
[ 検討手順 ]　施工性、構造特性を考慮して決定する。なお、形状の種類としては、①水平リブ（等高）②水平リ
ブ+鉛直リブ③ブロックタイプなどがある(A-10の実績値参照）。

【最適形状・間隔の決定】

合理化　床版構造
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 リブ付き床版構造、実績、部材寸法

■リブ付床版箱げた構造

(m) (m) ts(m) (m) (m) tl(m)
南九条橋 1963 3径間連続箱げた橋×2連 18.80 2.50 0.15 4.00 0.80 0.20～0.14 0.40

菅原城北橋 1989 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.00～38.30 5.94～6.52 0.22 1.49 3.00 0.25 1.00

江原橋 1989 9径間連続箱げた橋 12.80 4.35～5.08 0.19 2.50 1.50 0.40～0.30 0.45

新鍛冶屋敷橋 1990 3径間連続ラーメン箱げた橋 16.25 7.20 0.28 3.21 3.00 0.25 1.00

両郡橋 1994 単径間斜張橋 17.40 8.30 0.30 3.25 3.75 0.30 1.50

木曽・揖斐川橋 2001 複合連続エクストラドーズド橋 33.00
6.36～6.67

＋2.65
＋6.36～6.67

0.26 6.11 2.50
(上)0.32
(下)0.25

1.24

瀬戸川橋(静岡) 2001 11，7径間連続箱げた橋 17.51 8.30 0.29 4.07
3.50

～3.75
0.50 1.00

古川高架橋 2002 9，10，13径間連続箱げた橋 17.27 5.61 0.28 4.38 2.60
(上)0.35
(下)0.29

1.02

信楽第六橋 2004 2径間連続波形ウエブ橋 17.63 8.48(9.23) 0.28 3.50 △3.88 1.60 0.30 0.65

信楽第七橋 2004 5径間連続波形ウエブ橋
　注１) 17.63 8.48(9.23) 0.28 ○3.50△3.88 1.60 0.30 0.65

津久見川橋 2004 5径間連続波形ウエブ橋
　注１) 10.70 4.32(5.00) 0.28 ○2.08△2.42 1.60 0.25 0.65

常滑高架橋 2004 9径間連続箱げた橋 24.53 7.17 0.28 3.82 2.50 0.37 0.90

大平高架橋 2005 13径間連続箱げた橋 18.05 7.70 0.28 4.32 4.00 0.40 0.80

竹田第４工区 2005 ７径間連続箱げた橋 19.00～24.00 5.49 0.30 5.80 2.85 0.40 0.70

鬼怒川橋 2006 16径間連続波形ウエブ橋
　注１) 10.70 4.12(4.80) 0.28 ○2.37△2.71 2.40 0.25 0.65

神島大橋拡幅橋 2006 ３径間連続箱げた橋 10.00 3.40 0.23 左2.05右3.65 2.00
（上）0.60
（下）0.35

0.65

萱尾川橋 2007 5径間連続波形ウエブ橋
　注１) 23.45 4.40(5.00) 0.28

○2.90～3.25
△3.20～3.55

2.40 0.25 0.65

つなぎ沢川橋 2007 4径間連続波形ウエブ橋
　注１) 11.30 3.90(4.50) 0.28 ○2.60△2.90 2.40 0.25 0.65

花倉高架橋（下） 2007 4径間連続PRC箱げた橋 19.90～28.20

2室部
 　　　　6.80～4.52
1室部
　　 　　9.33～6.40

0.30 5.68 3.25 0.50 0.75

赤淵川橋（東西） 2008 5径間・6径間連続波形ウエブ橋
　注 12.27 5.80(6.40) 0.28 ○2.38△2.68 2.40 0.30 0.68

瀬戸川橋(大分) 2008 3径間連続波形ウエブ橋
　注１) 10.80 4.40(5.00) 0.28

○2.31～2.38
△2.61～2.68

2.40 0.25 0.65

調査日【平成21年8月31日】

リブ間隔 リブ幅片持ﾘﾌﾞ長
○床版支間

△波板中心(m)

注１）　波形鋼板先行架設＋プレキャストリブを採用したRap-Con工法を示す

橋　　名
全幅員

完成年

中間床版

床版厚構　造　形　式

【Ｑ－１０】

リブ付き床版構造の実績はどのくらいあるか。また、その床版支間や部材厚はどのくらいか。

【作成日】平成21年10月30日計画一般 リブ付き床版構造

リブ形状

床版支間
(波板中心)

リブ付根高

【Ａ－１０】

tl

中間床版支間片持リブ長

ts
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(m) (m) ts(m) (m) (m) tl(m)

長谷橋 2008 2径間連続波形ウエブ橋
　注１) 10.66 3.90(4.50) 0.28

○2.51～2.57
△2.81～2.87

2.40 0.25 0.65

茶屋場橋 2008 3径間連続波形ウエブ橋
　注１) 10.66 3.90(4.50) 0.28

○2.50～2.58
△2.80～2.88

2.40 0.25 0.65

床木川橋 2008 2径間連続波形ウエブ橋
　注１) 10.66 3.90(4.50) 0.28

○2.50～2.58
△2.80～2.88

2.40 0.25 0.65

坪佐橋 2009 3径間連続波形ウエブ橋
　注１) 9.95 4.40(5.00) 0.25 ○2.03△2.33 2.40 0.25 0.45

中一色川橋(上) 施工中 5径間連続波形ウエブ橋
　注１) 17.43 7.88(8.50) 0.27 ○3.97△4.22 2.40 0.30 0.77(床版込)

新戸川橋 施工中 8径間連続波形ウエブ橋 22.65 9.90(10.50) 0.31 5.51 2.20～4.00 0.30 0.60

霞川橋 施工中 6径間連続波形ウエブ橋 21.65 9.20(9.80) 0.28 ○5.36△5.66 4.00
(上) 0.30
(下) 0.25

0.50

青木川橋 施工中 6径間連続ラーメン波形ウエブ橋 21.65 9.50(10.10) 0.28 ○5.44△5.74 4.00 0.30 0.50

真福寺川橋 施工中 5径間連続ラーメン波形ウエブ橋 21.65 9.20(9.80) 0.28 ○5.36△5.66 4.00 0.30 0.50

　

橋　　名 完成年 構　造　形　式
全幅員

中間床版 リブ形状

床版支間
(波板中心)

リブ付根高床版厚 片持ﾘﾌﾞ長
○床版支間

△波板中心(m)

リブ間隔 リブ幅

注１）　波形鋼板先行架設＋プレキャストリブを採用したRap-Con工法を示す
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 ストラット付き床版構造、床版

【留意点】

【検証事例】

【参考文献】
1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）

・ストラット取付け部の形状は突起タイプとエッジビームタイプが考えられるが、突起タイプが床版に
対して点支持になるのに対し、エッジビームタイプでは線支持となり床版に発生する断面力が大きく
異なる。従って、接合部に対しては十分な検討が必要となる。

・設計断面力を適切に算出して床版の要求性能を確保する必要がある。要求性能に対する問題認
識と対応策は、下記参考文献１）の「表-4.1」(P.80)を参考にされたい。

　ここに示すストラットの材料、形状の事例は、下記参考文献１）のストラット付き床版構造の検証事
例③(P.105)を参考のこと。

・床版の支持条件や主たる断面力が発生する方向や支間長が明確でなくなることから、道示による
床版断面力算出時の前提となる支持条件が異なり、断面力算出式が適用できなくなる課題も生じ
る。従って、活荷重による断面力を適切に算出し、道示で要求される安全性と耐久性を確保する必
要がある。

　ストラット付き床版構造とは、図－１に示すように主げたウエブとストラット部材により床版を支持
する構造である。ストラットを一定間隔で配置し張出床版を支持する構造であるため、広幅員一室
箱げたやリブ付床版構造よりも張出床版が大きく、下床版幅が小さくなるのが特徴であり、広幅員
構造に適応した床版構造である。一般の二室箱げた構造と比較して、ウエブ数の減少ができ、さら
に箱げた幅を小さくできることで、橋脚幅の縮小が可能となり経済的な橋りょうの計画が可能とな
る。ストラット部材の構造の事例を図－２に示す。

【Ｑ－１１】

計画一般 ｽﾄﾗｯﾄ付き床版構造 【作成日】平成21年10月30日

ストラット付き床版構造の特徴はどのようなものか。また、どのような支持構造があるか。

【Ａ－１１】

図－２　ストラット部材の構造の事例

図－１　ストラット付き床版箱げたの概要図

突起タイプ エッジビームタイプ

鋼　製 鋼　製ｺﾝｸﾘｰﾄ製 ｺﾝｸﾘｰﾄ製
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 ストラット付き床版構造、床版

【検証事例】

【参考文献】
1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）
2）道路橋示方書・同解説　Ⅲコンクリート橋編：　日本道路協会（平成14年3月）

　ここに示す断面力算出方法の事例は、下記参考文献１）のストラット付き床版構造の検証事例
①(P.101)を参考のこと。

　床版の支持条件や主たる断面力が発生する方向や支間長が明確でなくなることから、道示によ
る床版断面力算出時の前提となる支持条件が異なり、設計曲げモーメントの算出方法が課題とな
る。支持条件を適切に再現できるモデルとして、図－１に示すような３次元ＦＥＭ解析が一般的に用
いられ断面力が算出されているため、その事例を紹介する。　なお、モデル化に関して、下記の点
について留意する必要がある。

①モデルの種類
　ストラット部材のモデル化はソリッド要素とバー要素が考えられる。バー要素はソリッド要素に比
べモデル化が容易である。両者を比較すると、床版との接合部をソリッド要素で忠実にモデル化す
れば、バー要素を用いても床版やストラットに発生する応力度はソリッド要素を用いた場合と大差
はない。従って、ストラット部材はバー要素を用いて解析してもよい。

②支持条件
　ストラットにはコンクリート製、鋼製があり、床版との接合には材料や施工方法に応じた構造が採
用されることから、解析モデルの接合条件はそれに見合ったものとする必要がある。また、ストラッ
トの下端は、曲げ成分が少なく軸力の影響が大きいため、ピン構造に近い挙動となるケースが多
い。しかし接合方法によっては、床版との結合が剛結合とピン結合の中間程度で解析モデルの結
合条件評価が困難となる場合もある。このような場合には、剛結合とピン結合の両方で解析を行
い、厳しい方の断面力を用いて設計を行う方法もある。

③活荷重の載荷方法
　下記参考文献１）のストラット付き床版構造の検証事例①(P.101)に示すように、中間床版だけでな
く、張出し床版部のストラット直上、ストラット間の床版に対して最も不利になるようにＴ荷重を載荷さ
せる。また、同文献のストラット付き床版構造の検証事例④(P.107)に示すように、ストラットの変動
応力度を照査するため、最小応力と最大応力が発生するようにＴ荷重を載荷させる。
　
④その他
　コンクリート部材はソリッドモデルを基本とし、その他の支持条件等は広幅員一室箱げた橋に従っ
てよい。

【Ｑ－１２】

計画一般

ストラットで支持された床版の設計曲げモーメントはどのように算出すればよいか。

ｽﾄﾗｯﾄ付き床版構造 【作成日】平成21年10月30日

【Ａ－１２】

図－１　３次元ＦＥＭ解析モデルの例
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【大分類】 【小分類】

【キーワード】 ストラット付き床版構造、床版、接合部

■支持形状

■支持位置

■疲労耐久性

【検証事例】

【参考文献】
1）新技術評価事例（コンクリート構造）－合理化床版構造－：　ＰＣ建協（平成19年7月）

　接合部は全ての荷重状態で引張応力を発生させないことで高い疲労耐久性をもたせる。また、こ
の部位は補強鉄筋が多く配置されるため、コンクリートの確実な充填に配慮する必要がある。

　ここに示すストラットに関する検討事例は、下記参考文献１）の ストラット付き床版構造を参考のこ
と。
　　事例⑤：　ストラットの疲労耐久性の確認試験の事例(P.109)
　　事例⑥：　ストラット接合部の支持構造の事例(P.110)
　　事例⑦：　ストラット接合部の構造の事例(P.112)
　　事例⑧：　ストラット接合部のコンクリート充填確認の事例(P.114)

　ストラットの橋軸直角方向の支持位置は、床版の先端もしくは中間とすることが考えられる。支持
位置の設定には、床版に発生する正負の曲げモーメントのバランス、ストラットの取付け角度、排水
ます等の取付け位置との取合いなどに留意する必要がある。なお、国内実績としては床版先端で
支持する事例が多い。また、ウエブ途中にストラットを定着する場合は、ウエブ内側に引張応力が
発生するため留意する必要がある。

　ストラットの接合部は、床版からの荷重がストラットへスムーズに伝達できる構造である必要があ
るとともに、十分な疲労耐久性を有していなければならない。また、形状の違いによって床版に発生
する断面力が大きく異なるので注意が必要である。

　突起タイプは床版に対して点支持となり、ストラット直上における上縁引張応力が過大になること
が懸念される。これに対して、エッジビームタイプは床版を線支持とすることにより床版応力は緩和
されるが、エッジビームに引張応力が発生するため、留意が必要である。なお、国内の実績では
エッジビームタイプが採用されている事例が多い。

【Ｑ－１３】

ｽﾄﾗｯﾄ付き床版構造 【作成日】平成21年10月30日計画一般

ストラットの接合部の支持構造の留意点はどのようなものか。

【Ａ－１３】

突起タイプ エッジビームタイプ

先端取付け 中間取付け

図－２　ストラットの支持位置

図－１　ストラットの支持形状

合理化　床版構造
16 / 18



【大分類】 【小分類】

【キーワード】 ストラット付き床版構造、実績、部材寸法

■ストラット付き床版箱げた構造

床版厚

(m) ts(m) (m)

芝川高架橋 2003 5,4径間連続,2径間連続ラーメン箱げた橋 18.05 5.80 0.27 5.59 3.50 鋼管 φ267.4,t=6

上川高架橋（上） 2004 8径間連続箱げた橋 17.62 5.40 0.25 5.75 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上川高架橋（下） 2004 8径間連続箱げた橋 17.62 5.40 0.25 5.75 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

桂島高架橋 2005 4径間連続波形ウエブ橋 17.80 5.40(6.00) 0.28 ○5.42△5.72 2.40 ｺﾝｸﾘｰﾄ □250×250

宍原高架橋 2005 6,7径間連続箱げた橋 18.05 5.80 0.27 5.59 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ φ300

新間谷川橋(下) 2005 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.80 6.20 0.27 5.22 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ φ300

山切1号高架橋 2007 15径間連続箱げた橋 11.71 3.70 0.25 3.55 2.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □200×200

上川高架橋（下） 2005 ８径間連続箱げた橋 17.62 5.40 0.25 5.57 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

第一長登橋 2005 ２径間連続ラーメン箱げた橋 10.15 3.00 0.25 3.31 2.00 鋼管 □150×150

内牧高架橋（上） 2006 21径間連続箱げた橋 18.05 5.80 0.25 5.64 2.90 ｺﾝｸ（FRP） φ300

内牧高架橋（下） 2006 21径間連続箱げた橋 18.05 5.80 0.25 5.64 2.90 ｺﾝｸ（FRP） φ300

宍原第二高架橋（下） 2008 5径間連続箱げた橋 17.43 5.90 0.26 5.32 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

栗原中央大橋 2008 5径間連続波形ウエブ橋 15.30 3.00 0.25 4.65 3.50～4.00 鋼管 φ190.7,t=5.3

大津谷川橋（下） 2008 5径間連続箱げた橋 17.43 5.90 0.26 5.32 3.63 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300

中ノ合高架橋（下） 2009 16径間連続箱げた橋 17.65 5.40 0.25 5.64 3.00～3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

中ノ郷第二高架橋（上） 2009 Tラーメン箱げた橋 17.43 5.90 0.26 5.32 2.50～4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

中ノ郷第三高架橋（上） 2009 Tラーメン箱げた橋 17.43 5.90 0.26 5.32 2.50～4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

新間谷川橋（上） 2009 3径間連続ラーメン箱げた橋 17.43 6.40 0.28 5.07 3.00～4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

錐ヶ瀧橋（上・東） 2009 5径間連続箱げた橋 16.70 4.63 0.30 5.43 3.50 ｺﾝｸﾘｰﾄ □270×270

入野高架橋（上） 2009 11径間連続箱げた橋 17.43 5.90 0.26 5.28 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

猫池（第24）高架橋 2009 2径間連続ラ－メン箱げた橋 18.7～21.46 5.80 0.30 5.96 3.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

村良第二高架橋 2009 2径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.43 5.90 0.26 5.77 3.80~4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300

尾川第一橋（上） 施工中 4径間連続ﾗｰﾒﾝ箱げた橋 18.85 5.90 0.26 6.03 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

尾川第二橋（上） 施工中 単純箱げた橋 18.85 5.90 0.26 6.03 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

大津谷川橋（上） 施工中 5径間連続箱げた橋 17.43 5.90 0.26 5.32 3.75 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

小河原橋 施工中 3径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.62 5.30(5.90) 0.26
○5.28～5.47
△5.58～5.77

4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上伊佐布第一高架橋(上) 施工中 7径間連続ラーメン箱げた橋 17.43 5.80 0.26 5.32 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上伊佐布第一橋（下） 施工中 7径間連続箱げた橋 17.43 5.80 0.26 5.32 3.50or4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上伊佐布第二橋（上） 施工中 2径間連続波形ウエブ橋 21.56～25.60 (8.00) 0.32 6.55～8.59 3.20 ｺﾝｸﾘｰﾄ □350×350

上伊佐布第二橋（下） 施工中 2径間連続波形ウエブ橋 23.80～24.90 (8.00) 0.32 7.74～8.28 3.20 ｺﾝｸﾘｰﾄ □350×350

調査日【平成21年8月31日】

ストラット付き床版構造 【作成日】平成21年10月30日

【Ｑ－１４】

計画一般

構　造　形　式
全幅員

【Ａ－１４】

ストラット付き床版構造の実績はどのくらいあるか。また、その床版支間や部材厚はどのくらいか。

ｽﾄﾗｯﾄ形状床版支間
(波板中心)

(m)

中間床版 片持床版長
○床版支間
△波板中心

(m)

橋　　名 完成年

ｽﾄﾗｯﾄ間
隔 ｽﾄﾗｯﾄ材

料

ストラット

ts

中間床版支間片持床版長
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床版厚

(m) ts(m) (m)

上伊佐布第三橋(上) 施工中 5径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.43 5.30(5.90) 0.26
○5.23～5.33
△5.53～5.63

4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上伊佐布第三橋(下) 施工中 6径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.40～20.10 5.30(5.90)
0.26

～0.29
○5.23～5.33
△5.53～5.63

4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上伊佐布第四橋 施工中 3径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.43 5.30(5.90) 0.26
○5.23～5.33
△5.53～5.63

4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上城高架橋(上) 施工中 6径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.43 5.30(5.90) 0.26 ○5.28△5.58 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

上城高架橋(下) 施工中 7径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.43 5.30(5.90) 0.26 ○5.28△5.58 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

田場沢川橋 施工中 3径間連続波形ウエブ橋 17.43 (5.90) 0.26 △5.58 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

長尾川橋 施工中 3径間連続ラーメン波形ウエブ橋 17.43 5.30(5.90) 0.26 ○5.28△5.58 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

中ノ合高架橋 施工中 15径間連続箱げた橋 17.40～20.90 5.00～8.50
0.26

～0.34
5.53 3.75 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

宮ヶ島高架橋（下） 施工中 23径間連続波型ウエブ橋 17.43 5.40(5.90) 0.26 ○5.33△5.83 4.00 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

谷津川橋 施工中 5径間連続波形ウエブ橋 17.43 5.90 0.26 5.28 3.20 ｺﾝｸﾘｰﾄ □300×300

梁川ﾀﾞﾑ付替国道106-3号橋 施工中 5径間連続箱げた橋 15.00 5.20 0.40 4.29 3.50 鋼管 φ267.4,t=6.6

　

橋　　名 完成年 構　造　形　式
全幅員

中間床版 片持床版長
○床版支間
△波板中心

(m)

ｽﾄﾗｯﾄ間
隔 ｽﾄﾗｯﾄ材

料
ｽﾄﾗｯﾄ形状床版支間

(波板中心)
(m)
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